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イベント名 
第 33 回交流会 ヒューマンライブラリー「本をひらく、人生をひらく」-

司書のおすすめ選書 

実施委員会 交流委員会 開催場所 オンライン 

開催日時 2025 年 1 月 25 日（土） 

10:00〜12:00 
参加人数 27 名 

参加資格 会員・非会員 参加費 無料 

イベント概要（案内文など） 

ヒューマンライブラリーをご存知ですか？ 

その名のとおり「人の図書館」です。人が「本」になり、その人の生き方や人生を語り

ます。「読者」は「本」を 30 分間借りることができ、「本」の語りを聴きます。お約

束は「本」を傷つけないこと。「語り」に耳を傾け、尊重すること。 

第 33 回交流会では、5 名の方々が「本」になり、ご自身の「人生」をひらいてくださ

います。当日は 2 冊の「本」をそれぞれ 30 分間借りて読むことができます。どのよう

な「人生」の「本」なのかはこちらのブックリストからご覧ください。共感する対話、

理解が深まる対話が待っています。「読者」の皆様のご参加、お待ちしております。 

活動報告 

今年度のヒューマンライブラリーでは、「司書」（交流委員メンバー）のおすすめ選書

として「ぜひ、この人の人生の語りを聞いてほしい」という方々に「本」役を依頼しま

した。住む場所、職業、これまでの経験など、多種多様なバックグラウンドをもつ

「本」に、それぞれの人生や思いを語っていただくことができました。 

【ブックリスト】 

① むらた たつきさん『隠していた持病の話ができるようになるまで』 

② HEBA さん『小さな教室から世界へ、私に生きがいを与える日本語教育』 

③ いとう ななさん『「わからないこと」を出発点に、他者と、社会と向き合う』 

④ シュウさん『「未来に備える」か「今を楽しむ」か？後者の生き方を選んで旅をす

る私』 

⑤ KUNI さん『経験のつながり』 

【当日の流れ】 

1. はじめの会 

2. セッション１（30 分間）*「読者」には希望する「本」を 2 冊選んでもらいました。 

3. セッション２（30 分間） 

4. おわりの会（読書感想会）*参加者全員で、それぞれの思いを自由に語り合いました。 

 

参加者からは「ポジティブな影響があった」「新しいことを知り、人との共感ができる

時間になった」「本の生き方を伝えていってほしい」「自分もやりたいと思ったことを

諦めずに、どうにかして実現できる方法を模索していきたい」といった声が聞かれまし

た。                                                （*このイベントは言語系学会連合との共催です。） 

 


